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気温のステップ変化に対ず石皮鴻温ぶよび温冷光、快逢兎の過渡的ﾉ札答

文化女瓦友江　田村照子　o岩崎苓子漱迦ミヶ

　目的　全国京子大柱｡の蕩代調査により抽出された四李の標準的着机を用いて.気温のス

テップ・的変化に対する被検恚の浹ﾉ喬蓋および、温冷琉、快塗死の過渡的応答を調べ、標準

的老友の恨適域の検討を試みた.

　方法被倹慮は。り～ユけの淀康な女d-学生夕^ なある。着衣丿晨に系す通りであろ。

痘境温泉条件は, ふ李節毎に設支しμ中心遺進度（春秋nた, μ大i n゜（, ？φ、

ふ　ば°c , SO'/') を次発焦としZ . 15分蘭隔ぐI Xす勺ステヴフ･的に£昇c下降）でit-:

会身温冷慮ヵい3 屠n、（－3 集い）l限蔑としi附乏し下冊（iﾆｰ屏）で也た。側定項目

はい2 ぷ､璃及膚温、その局所温々慮あヽよび’泰身温冷兆、快遮處- エわレで一代謝量Z-’ある。

　紬果　/. ふ李節の着脱の過熱中性域は。春秋221.2°C，夏2?！ドと　　　　。　A.

氷/t ！2 'Cなある。tk.走域は、春秋24 ！4 ゛c、隻27！ドc、ふがL^･Cれ皿専の標準的着仇
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て≒翼は他の零節より快邁械の幅川矢口．2. 反痛温は、気碁のr-昇、

下玲時I" 煮u 'J、下降時・方り蜀口. 3 . 平均友肩墓と全身温冷兎との

相関係紅は、春秋o､忿～∂､勁、夏O､肪～O､賢、ふQ(^?～0. 7竹先辰によ

って哭なり、春秋、ふUしやや億口値をゑしひ1 3 .これa. 芦冷時の全

身温冷残糾局樗温冷底､z ヵ＼な') £ia さ札うことによる. 4. >赳?と申誰域

に釦ｱる平均庫膚温は、各李節とも貢温上､罪時より下降時の方訂高乙.

亨節のに鰻にお･ぺは. 春叙引.? 'c . 永仙叩X、t3iよ/･C（%

はもの専節よ'J 高い.

B 62 m服の保法性に閲す到

栗草凝=りこエ　　不､下婢肥路

　(目白5]袱眼の保温柱i 秀えるのら冴のま面熱ｲ云^μt零な因紅'ある．畔恥丿比蜘々

眼itの尺? り哺対流下の参侈まi.,　円か かレ1 fflVヽz説明し丿蓼から量の四ノバ゛

数Rc　と% ッ'Z.I吋数心との閲iれ尽すH iI pe^･tの式≫>'*絹z゛き.-#こと＆ホI /:.　しヵ｀
し夙遠川ハ列域r），a I*:河流の影>^.,現れ1.. 測釦わり^ ;ipcrt・がり離脱li *，

　そ；で孝則i mm対琉と% が対礁い･び存T i t 声X られろ眠逸下の参侈運り
　t方溥丿　円筒i童l,ui-iさit. 側s,に者直な方向j･ヽらﾉ恥

定すゐ. 転射r- I ろ黙拝iリ紗ﾄし，対流のft μ纂ヴ'< りび秘孫達雫I f t),　H;I pごrし

式｀と．一致iLみh.こ・式n- らM脱T ゐ願堵冰ゐけゐり拷叫え孚バフヽヽt ,無ぶ元-f- の

7"ラヌ'Tヽツ7教恥

水平円筒μ下方≫り貳iあz 尽剥文辞果Itフい-z ．測定Nu どH iりerrの六(ITよ* 陶との

μl．Grr ／U i 変数と<r る- ズベz" f.しひヽ*.このa; lま被服の都祁i 幸左求りるのバ
引i い

　ほ$i] 夙詞ずらり則郎灯It理Ｌ t,, 淡りりi得た．1. 測定A/u i><'H;l perl の式

ヵ｀ら離波-fろゑμ.円筒の直緑によy X異なろ. 2. f 1 円筒z゛/Ji.強剽対琉の貳の方向
t.　詞然対琉にょゐ空気の移勧方向と,μ異なろft も　0 Dithu;zen らの鬘理方ほμ適! r

･≪Tiい. 3.　＆と恥と$ fれt ＼.z．平ﾀ5杷伝ま幸i m定する式;を恥ヽre.

　　*　r 32回a 手衣政f 々統会講岐孝旨屎･,//乙　”Cl M直庫まりためゐ空気溥の県穆雄

値i'--?，ヽzj i ^町冗の業M餌と% る，


